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平成 23 年７月 22 日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 陽 光 都 市 開 発 

代 表 者 名 代表取締役社長 田 中  忍 

 （ＪＡＳＤＡＱ コード 8946） 

問 合 せ 先 常 務 取 締 役 小 坂 竜 義 

 ＴＥＬ (045) 324-2444（代表） 

 

 

販売用不動産評価損の計上及び 

平成 23年 12 月期第２四半期累計期間（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は平成 23 年 12 月期第２四半期会計期間において下記のとおり販売用不動産評価損を計上

することとなりました。また、平成 23年 12 月期第２四半期累計期間（平成 23年１月１日～平成

23 年６月 30 日）の業績予想について、平成 23年２月 21 日付「平成 22年 12 月期 決算短信」に

て発表いたしました数値を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１.販売用不動産評価損の計上 

第３四半期以降に販売する予定の投資用マンション40戸につきましては、有利子負債の圧縮、

資金回収の迅速化を図るために販売価格の見直しを行いました。また、土地１案件につきまし

ても、平成23年３月11日に発生した東日本大震災の影響などにより、購入希望価格が震災前に

想定していた販売価格を下回る見込みとなり販売価格の見直しを行いました。 

その結果、第２四半期会計期間において投資用マンションにつきましては34百万円、土地に

つきましては21百万円の販売用不動産評価損を売上原価に計上する見込みであります。 

 

２.平成 23年 12 月期 連結業績予想の修正等 

（１）第２四半期（累計）（平成 23年１月１日～平成 23年６月 30日） 

（単位：百万円） 

  
売上高 営業利益 経常利益 

四半期 

純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想 （A） 3,051 △140 △179 △134 △2,176円 46銭 

今 回 修 正 （B） 2,144 △205 △244 △283 △4,598円 35銭 

増 減 額 (B)-(A) △906 △65 △66 △149 ― 

増 減 率  △29.7% ― ― ― ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22 月 12 月期第２四半期） 
4,297 △161 △242 △281 △4,570円 63銭 

 

（２）修正理由 

a．売上高・売上総利益 

平成23年12月期第２四半期累計期間におきましては、売上高が2,144百万円（前回業績予
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想比906百万円減）、売上総利益が157百万円（前回業績予想比92百万円減）となる見込み

であります。セグメント毎の理由につきましては、以下のとおり記載いたします。 

 

ア．不動産販売事業 

投資用マンション事業につきましては、中古物件の買取り再販戸数が当初計画より４戸

少なく、さらに戸別販売予定の物件を販売期間の短縮を図るために一括で販売することと

したため当初計画より低い金額で販売を行いました。また、第３四半期以降に販売する予

定の投資用マンション40戸につきましても、有利子負債の圧縮、資金回収の迅速化を図る

ために販売価格の見直しを行い、第２四半期会計期間において34百万円の販売用不動産評

価損を売上原価に計上する見込みであります。 

流通・流動化事業につきましては、売却を予定していた土地４物件の売却が第３四半期

以降に延期することとなり、また、平成23年３月11日に発生した東日本大震災の影響など

により、土地１案件の購入希望価格も震災前に想定していた販売価格を下回る見込みとな

り、第２四半期会計期間において21百万円の販売用不動産評価損を売上原価に計上する見

込みであります。 

その結果、売上高が1,679百万円（前回業績予想比883百万円減）、売上総利益が17百万

円の損失（前回業績予想比68百万円減）となる見込みであります。 

 

イ．不動産管理事業・不動産賃貸事業・不動産仲介事業・その他事業 

安定した収益事業として堅調に推移しておりますが、東日本大震災の影響からか、通常

の年より賃貸の借り換えが減少したため、小修繕などのリフォーム売上、賃貸仲介売上が

当初の計画より若干下回り、また、中古投資用マンションの売買仲介も、経済状況の低迷

が続く中、投資に対する姿勢が依然慎重となっており当初の計画を下回る見込みでありま

す。 

その結果、売上高が465百万円（前回業績予想比22百万円減）、売上総利益174百万円（前

回業績予想比24百万円減）となる見込みであります。 

 

b．販売費及び一般管理費・営業利益・経常利益 

販売費及び一般管理費につきましては、徹底的なコスト管理による経費の削減により、362

百万円（前回業績予想比27百万円減）となる見込みであります。 

その結果、営業利益は205百万円の営業損失（前回業績予想比65百万円減）、経常利益は

244百万円の経常損失（前回業績予想比66百万円減）となる見込みであります。 

 

c．四半期純利益 

平成23年5月12日付「特別損失の計上に関するお知らせ」にて発表したとおり、第１四半

期会計期間において事業構造改善費用20百万円、事業構造改善引当金繰入額16百万円を計

上いたしました。また、不動産の売却活動に際し一部の債権者と債務の免除について協議

を行いましたが、不動産の売却が進まず、また、条件等の協議が整わなかったため、当初

計画で見込んでおりました特別利益37百万円の計上ができませんでした。 

その結果、四半期純利益は283百万円の四半期純損失（前回業績予想比149百万円減）とな

る見込みであります。 

 

（３）通期（平成 23 年１月１日～平成 23 年 12 月 31 日） 

通期業績予想につきましては、第２四半期会計期間に売却を予定していた販売用不動産

及び当初計画より第３四半期以降の売却を予定していた販売用不動産の仕入及び売却を鋭
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意進めてまいりますので、当初の通期業績予想は据え置くものといたします。しかしなが

ら、東日本大震災の不動産市場に与える影響は不確実であり、また、１件１件の販売用不

動産売却の成否は売上、利益に多大な影響を与えることから、業績予想の変更が必要とな

った場合には速やかに開示いたします。 

 

３.平成 23年 12 月期 個別業績予想の修正等 

 （１）第２四半期（累計）（平成 23 年１月１日～平成 23年６月 30日） 

（単位：百万円） 

  
売上高 営業利益 経常利益 

四半期 

純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想 （A） 3,027 △138 △177 △132 △2,143円 97銭 

今 回 修 正 （B） 2,120 △233 △266 △296 △4,812円 73銭 

増 減 額 (B)-(A) △906 △95 △89 △164 ― 

増 減 率  △30.0% ― ― ― ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22 月 12 月期第２四半期） 
4,004 △155 △260 △255 △4,144円 47銭 

 

 

（２）修正理由 

a．売上高・売上総利益 

上記連結業績とほぼ同様の理由によります。 

 

b．販売費及び一般管理費・営業利益・経常利益 

上記連結業績とほぼ同様の理由によります。 

 

c．四半期純利益 

上記連結業績とほぼ同様の理由によります。 

 

 

（３）通期（平成 23 年１月１日～平成 23 年 12 月 31 日） 

通期業績予想につきましては、第２四半期会計期間に売却を予定していた販売用不動産

及び当初計画より第３四半期以降の売却を予定していた販売用不動産の仕入及び売却を鋭

意進めてまいりますので、当初の通期業績予想は据え置くものといたします。しかしなが

ら、東日本大震災の不動産市場に与える影響は不確実であり、また、１件１件の販売用不

動産売却の成否は売上、利益に多大な影響を与えることから、業績予想の変更が必要とな

った場合には速やかに開示いたします。 

以 上 

 

（注）本資料に記載しております予想数値は、本資料作成日現在において入手可能な情報に基づき作成した

ものであり、実際の業績は様々な要因によって上記予想数値と異なる可能性があります。 


